
１ 施設の概要

　個人 ： ３００円

　団体 ： １０名以上 ２７０円 ／ ２０名以上 ２４０円　

　個人 ： １５０円

　団体 ： １０名以上 １３０円 ／ ２０名以上 １００円　

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（令和３年度業務）

所在地

連絡先

指定期間（一財）鳥取県観光事業団

施　設　名

施設所管課名

平成３１年４月１日～令和６年３月３１日指定管理者名

０８５７－２６－７２８１農林水産部農業振興戦略監生産振興課

鳥取県立鳥取二十世紀梨記念館

区　　分 利　用　料　金

大　人

倉吉市駄経寺町１９８－４

（高校生以上）

小　人

（小学生以上）

開館時間

設置目的

○毎月第１・３・５月曜日（祝日の場合は翌日）
○１２月２９日～１月３日

梨に関する産業、歴史、文化への県民の理解を深めるとともに、観光及び果樹の振興に資する。

午前９時～午後５時

休館日

委託業務の内容

管理体制

設置年月日 平成１３年４月２７日（開館）

施設内容
○敷地面積：４，３０１㎡（うち梨ガーデン面積：１，６１２㎡）
○建築面積：２，６９３．８８㎡／延床面積：４，６８２．４１㎡
○施設内容：展示館、植物防除小屋

　　正職員：６人、非常勤職員、パート職員：１４人　〔 計２０人 〕

○施設設備の維持管理
○施設の利用許可、施設利用料の徴収等に関すること
○観光振興に関すること
○果樹振興に関すること
○その他管理運営に必要な業務

令和４年６月６日

利用料金

参事

（常勤）

館長 主任
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ｽﾀｯﾌ（６名）

売店・ﾊﾟｰﾗｰ
ｽﾀｯﾌ（６名）

【 プ ロ パ ー 職 員 】 【非常勤職員】 【 パート 】

技術

専門員

(常勤)

ﾏﾈｰ

ｼﾞｬｰ

事務補助（２名）
主幹



４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

３年度 3,730 5,879 3,554 6,776 8,736 7,861 8,085 8,133 3,899 3,302 2,594 5,873 68,422

２年度 901 668 3,285 6,610 8,651 11,981 8,076 8,385 2,428 1,852 2,521 5,042 60,400

増　減 2,829 5,211 269 166 85 -4,120 9 -252 1,471 1,450 73 831 8,022

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

３年度 572 971 446 1,086 1,031 970 1,213 1,356 474 280 224 588 9,211

２年度 150 51 388 1,035 1,441 2,034 1,406 1,533 348 177 311 520 9,394

増　減 422 920 58 51 -410 -1,064 -193 -177 126 103 -87 68 -183

５ 収支の状況

６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

販売手数料等収入

施設管理運営受託事業収入

 人  件  費

-1,543

37

-6,873

その他（雑収入・補助金等）

79

115,356

158,744

2,840

116

-5,736

計

事業外収入

小　計

売店・喫茶等営業収入 33,805

教室等参加料収入

32,576

489372

55,559

54,836

119,815

42,459

３年度 ２年度

（単位：千円）

利用者数 (人)

増　　減

事業収入
-117

43,388

9,394

区　　　　　分

入館料収入

収入

小　計

利用料金収入
　　　 (千円)

9,211

122,229

164,688

2,335

1,229

505

支出

-5,044

41,927

確認項目

53,293

-183

-5,944

929

-7,415

12,366

36,191

57,794

 管理運営費

152,322

 事　業　費

2,235

収 　支 　差 　額 11,466

112,400

計 147,278

状況
備考

正職員 臨時職員 パート職員

労働条件の書面による提示 就業規則 労働条件通知書

労働時間

所定労働時間 ８時間 ８時間 ４～８時間

雇用契約
・

労使協定

休暇、休日の状況
休暇：年20日

休日：週当たり２日
その他：就業規則による

休暇：年20日
休日：週当たり２日

その他：就業規則による

休暇：年10日
休日：週当たり3～4日

その他：就業規則による

※書面の名称を記入

就業規則の作成状況 有 有 有
※常時１０人以上の労働
者を起床する場合は作
成、届出が必要

※幅がある場合は上限、
下限を記入

時間管理の手法 タイムカード タイムカード タイムカード
※タイムカード、ICカード、
自己申告、使用者の現認
などの別を記入

労働条件通知書

※幅がある場合は上限、
下限を記入

労使協定の締結状況 ３６協定 ３６協定 ３６協定
※労働基準監督署長へ
の届出が必要な協定の有
無

無 無 ※有無を記入

給与

給与金額 233千円／月 150千円／月 100千円／月

支払い遅延等の有無 無

※平均月額を記入

最低賃金との比較 適 適 適 ※適否を記入

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：　要　選任状況：　取得者より選任 ※業種・規模の要件あり

安全衛生

選任の要否：　否　選任状況：　選任なし ※規模の要件あり

安全管理者の選任 選任の要否：　否　選任状況：　選任なし ※業種・規模の要件あり

衛生管理者の選任 選任の要否：　否　選任状況：　選任なし ※規模の要件あり

産業医の選任

一般健康診断の実施 年１回実施



○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

７ サービスの向上に向けた取組み

８ 利用者意見への対応

対　応　状　況

HP、Twitter、FaceBookを始めとした広報媒体で、一
年中梨の食べ比べができることなど、なしっこ館の魅
力をよりPRしていきます。

利用者からの苦情・要望

すごく細かく作られていて改善した方が良い所などはあまり
なかったです。知ったところがホテルのパンフレットだっ
た。のでSNSとかもっと発信してください。シアターもすご
い。広いし、梨が食べれて、とでも美味しかったです。無料
とは。とても満足しました。料金も安く観光にとてもよい。

１Fの梨づくりの中の剪定の部分。ボタンを押してできてる
ものが何なのかよく分かりませんでした。どれもとても本格
的な内容なのに、すごくわかりやすく紹介されていました。
本当に来られて良かったです。

詳細に観察すると、ミラーの反射技法で梨の木の枝が
剪定前、剪定後で違って見えます。

ふしぎガーデンのブドウや桃の香りがする所、マスクしてい
ると前々香ってこず、何回も答えのフタを開け閉めしたら
香ってきました。

マスクをしたままなので、香りにくくなっています。
リンゴ、ブドウや桃の香りのもとを定期的に交換しま
す（桃の香りは少し弱いようです）。また、フタの隙
間を少し空けて香りやすくしています。

「梨を育てる」のコーナーの入口に手の消毒液があると良い
と思う。

既に設置していたものに加え、新たに設置箇所を増や
しました。

梨ガーデンに行くときの自動ドアが押すタイプなのが感染症
が流行っているので気になりました。

起動センサー式へ交換します。

○施設ホームページでの意見受付
○施設内に設置する意見箱
○施設窓口での意見受付
○施設で行う利用者アンケート
○県への「県民の声」による意見受付

利用者意見
の把握方法

開館時間 旅行会社等の依頼により、早く開館したり、開館時間を延長するなど、柔軟に対応。

・毎月１回「無料感謝デー（お客様感謝デー）」を設けたり、梨にまつわるクイズラリーを毎日実
施したり、Twitterの更新頻度を増やしたり、積極的な集客促進に努めている。
・開館20周年を記念したARイベント、写真展、なしっこクリームソーダの開発、地元高校生とコラ
ボしてあごなしコロッケの開発など新たな取り組みを行った。
・観光事業団コラボイベントとして、出前かにっこ館、響きの森ワークショップを開催し、各施設
の強みを生かした誘客を実施した。

休館日

その他

区　分

倉吉未来中心において全国規模の大会・イベントなどがある場合や旅行会社等の依頼などに柔軟に
対応。

取　　組　　み　　内　　容

50人以上

安全管理者

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品
卸売業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家
具・建具・じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、
自動車整備業及び機械修理業

50人以上

種別 業種 規模（常時使用する労働者数）
産業医 全ての業種

安全衛生推進者 安全管理者と同じ 10人以上50人未満
衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種 10人以上50人未満

衛生管理者 全ての業種

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）
501人～1,000人（３人選任）
1,001人～2,000人（４人選任）
2,001人～3,000人（５人選任）
3,001人以上（６人選任）



９ 指定管理者による自己点検

　利用者からの積極的な評価

・ミュージアムショップとフルーツパーラーでは、県内産の梨を使用した商品を中心に取り扱い、梨記念館の魅力
を高めるとともに、県内産の梨の消費拡大に努めた。

・「なしっこ館」というネーミングが子ども向けかと思っていました。大人も楽しめました。思った以上に深い
（歴史など）内容が深い、濃い。
・せっかく鳥取に初めて旅行に来たが雨が降り子どもを外で遊ばせられず困っていたが、こちらに来て楽しむこと
ができて良かった。
・何度も来ていますが、娘が（5才）毎回とても楽しいようで親子でとても満足しています。こんな時期であります
が、営業してくださってありがとうございます。
・スタッフの方たちが、親切で笑顔の接客で気持ち良かったです。なしの試食はホントにうれしい。
・見どころが多く大人でも楽しめた。梨の食べ比べは思ったより違いが分かった。たのしい。冷たくておいしかっ
た。食べ比べできる施設は探してもここしかなかったのできて良かった。
・細かい所まで気づかいされており改善するところはありませんでした。子どもの遊ぶエリアがありとてもよかっ
た。実際に梨の木があり穴を見ることができ楽しかったです。
・写真が多く、文字とのバランスがちょうど良く頭に入ってきやすい。ジョイント栽培の説明が特に分かりやすく
知見が深まった。
・実は・・・梨で胃の不調が治ったんです。早朝、いつも胃の調子が悪くて、胃薬を手放せませんでした。ある時
「梨って胃に良いよ。常温で食べてごらん」と言われ、夜食べてみると翌朝の胃の調子が良かったんです。薬もな
いのに、果物で良くなるかと驚きました。それて梨に興味がわき、本日初めて来させて頂きました。種類がいっぱ
いあってスーパーにも色々売ってありますが、どれがおいしいのか自分はどれが好きなのか全く分からず、適当に
選んでいました。今日こちらで食べ比べをさせてもらい、「カンタ」が好きと知り、これからはカンタを選んで食
べようと思います。自分の好きな種類が知れて本当に良かったです。今後、妹の子どもを連れて来たいです。夏休
みの自由研究に良いなと。WELOVEでお得だしいっぱい知識も増やせて梨って良いな、鳥取ってステキだな、もっと
地元を知りたいなと感じました。梨ファンになりました。カンタいっぱい食べます。また遊びに来ます。なしっこ
館楽しい。
・梨のふしぎガーデンを子ども向けの所にもっとアピールしたら良いと思う。未来中心には何回か来たことがある
が、なしっこ館の中がこんなに広くて色々あると分からなかった。楽しみながら梨のことがわかって良かった。
・全て良かったです。受付の方も、カフェの方も親切でした。シアターも、ロボットの百年物語も、展示も思って
いたよりとても楽しめました。試食もおいしかったです。
・リピーターを獲得するにはどうするか難しいですね。コンテンツ入替、ワークショップ、フィールドワーク（イ
ベントパネル後で見ました。いろいろされていますね）専門的な内容がわかりやすく記載されている。展示物に金
がかかっており素晴らしい。ナシのことを全く知りませんでしたが楽しく学べました。ナシを食べたくなります。
見つけたら買って帰ります。
・梨が大好きなのですが、冬にも食べられることを知らず、食べ比べができたのが凄く嬉しかったです。種類も大
きさもいろいろで感動しました。館内はすごく見やすく、スタッフの方も丁寧で感じが良く、気持ちの良い時間で
した。今度は家族でまた来ます。

　　「友の会新規入会キャンペーン」を実施し、新規会員を獲得できた。

　　ARイベントを開催。コロナ禍における非接触型のいつでも楽しめるイベントとして提供した。

　　写真展～写真パネルで振り返るなしっこ館～を開催した。

　　特価による梨の販売や「なしっこクリームソーダ」を販売し好評を博した。

・梨やなしっこ館を題材に地元のイラストレーターとコラボし、メディアの注目を集めたほか、普段と異なる客層
の開拓に成功した。

・コロナ禍でも旅行気分を味わってもらおうと「梨漫遊記～他県の梨を食べてみよう」と題し、食べ比べ３品種の
内、１品種を他県の梨とした。

・毎日行っているクイズラリーは、クイズの答えを探して館内を回ることから、梨にまつわるあらゆる情報をを楽
しみながら学習できると大変好評である。併せて、来館の契機、住所地、感想等の利用者増加策を検討する貴重な
ツールとしても活用した。

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

　　「友の会新規入会キャンペーン」を実施し、新規会員を獲得できた。

・コロナ感染拡大防止対策を講じながら事業運営を行った。特に「梨の食べ比べ」については、一人ずつカップで
直接手渡しすることにより実施した。

　　地元の高校生とコラボして「あごなしコロッケ」を開発した。

２　観光の振興

・なしっこ館無料感謝デーを継続実施しており、地元住民を中心に定着するなど、多くのお客様に入館していただ
いた。

・20周年事業として各種イベントやキャンペーンを実施した。

１　利用者へのサービス提供と利用促進



１０ 施設所管課による業務点検

・防火管理体制を倉吉未来中心一括管理からそれぞれの施設ごとに防火管理者を選任し消防計画を作成する管理体
制とした。休館日に全職員参加の防災訓練を行うとともに、倉吉パークスクエア関連団体合同防災訓練及びテロ対
策訓練に参加し、緊急時の備えを進めた。

・鳥取大学公開講座の共催も含む「鳥取梨つくり大学」を５回開催して、専門的知識の普及を図るとともに、「梨
のなんでも相談室」を常時開設し、梨栽培技術の普及及び向上に取り組んだ。

　○事故の防止措置、緊急時の対応

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

・集客促進を図るため、夏季に中部地域の旅館、道の駅、観光施設、中部地区の小学校・幼稚園、保育所等にイベ
ントチラシを配布した。

・館内イベント等の旬の情報をホームページ、フェイスブック、ツイッターにより随時配信した。

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　また、旅館施設内の展示室を活用し、二十世紀梨となしっこ館の紹介漫画パネル展示し、集客につなげた。

・梨の新しい栽培方法であるジョイント栽培の技術向上を図るため、初めて「第１回鳥取県梨ジョイント栽培コン
クール」を開催した。

　○利用の許可
3

項　　　　　　　目

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕
○設備の定期点検、年次点検は計画的に実施されている。
○開館以降２１年が経過し、各種機器、設備の劣化が進行し
ている。（劣化の状態を予測した上での予防保全が必要）
○保安警備、清掃等は計画どおり実施されている。
○事故等対応マニュアルに従って適切に対応されていた。

○開館から２１年を経過し、各種機器・設備及び備品等に経年劣化に伴う老朽化が原因と見られる不具合が頻発し
修繕費が増えている。
○展示の更新等、新たな見どころづくりが必要。
○新型コロナウイルスにより入館者が著しく減少しており、今後の運営への影響が懸念される。

評　価 点　　　検　　　結　　　果

3

・梨生産と食に対する理解を深めるため、梨狩り体験を実施した。

４　その他安全管理など

・新型コロナウイルスの感染拡大防止対策として、食べ比べ梨のカップによる個別提供、アルコール消毒液の多数
箇所への設置、人が触れる箇所の消毒、定期的な換気、職員のマスク着用や検温の実施、感染防止のためのイベン
トの中止などを実施した。

・鳥取県の果樹振興のベースとなった「鳥取二十世紀梨の親木」（鳥取県天然記念物指定）の管理を行った。

・テレビ、ラジオ、新聞、雑誌など各種メディアの取材を受け入れて、施設の魅力を県内外に情報発信した。

・三朝温泉の旅館施設と入館券＆梨ソフトが付いた宿泊プランを連携して取り組み、集客につなげた。

・梨のネット販売で期間限定送料無料キャンペーン、全国一律重量別運賃の実施などにより販売促進を行った。

・集客力が見込まれる体験型イベントとして、様々なワークショップのイベントを開催した。

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

○許可基準に従い適正に対応されている。
○利用者への措置命令及び施設からの退去命令の事例はな
し。
○利用料金の減免については、減免事項に従い適正に行わ
れている。

・中部地区の主な観光施設の周遊クーポンの造成に協賛するとともに、エリアの集客イベントに協賛するなどエリ
ア内観光の集客、物販促進に取り組んだ。

３　果樹の振興

・「県産果樹のＰＲ拠点」としての機能を果たすため、「梨の３品種食べくらべ」を実施した。

・梨ガーデンにおいて、梨の整枝法実施、水耕栽培等の生きた展示を行って梨栽培を実感していただいた。



○新型コロナウイルス感染症の影響により大幅な減収となっ
た。
○コロナ禍において収入が減少する中、新たな展示イベントに
よる顧客層の開拓、巣ごもり需要に対応した通販の強化等を
行い安定的な施設運営ができた。

3

○来館者に対する受付案内（接遇）は概ね適正に行われてい
る。
○ベビーカーなど、備品貸し出し及び管理は適正に行われて
いる。

4

○梨づくり大学や鳥取大学公開講座、梨コンクールの開催
や、梨なんでも相談室を常設するなど、梨記念館の設置目的
である果樹振興への取組としては、概ね評価できる。
〇梨の新しい栽培方法であるジョイント栽培の技術向上を図
るため、初めて「第１回鳥取県梨ジョイント栽培コンクール」を
開催した。

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

〔県の施策への協力〕

3 ○除草作業等について、障がい者就労施設へ発注している。
○シルバー人材センターへも除草作業等を発注している。

　○障がい者就労施設への発注

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

○関係法令に沿い、適切に対応されている。
○県内発注については、県内に受託者がいない場合を除き、
適切に行っている。

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

〔関係法令の遵守状況〕

　 ・その他の法令

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

3

〔会計事務の状況〕

3 ○利用券の管理及び毎月の確認等、適正に実施されている。
○会計処理等についても、適切に処理されている。

　○不適正事案や事故等の有無

　○利用受付・案内

　○施設の利用促進

　○個人情報保護、情報公開

　○利用者意見の把握・対応

〔収入支出の状況〕

〔職員の配置〕 4

○梨の専門知識を有する職員を配置し、果樹振興のための情
報交換・発信の場として魅力ある施設となっている。
○館内のガイド機能など、お客様に対する対応も出来る体制
になっており、評価できる。

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

　○利用指導・操作

〔果樹振興〕

3

○コロナ禍においても来館者に安心して楽しんでいただけるよ
う検温、消毒等の様々な対策を実施した。（従業員のマスク着
用、検温器設置、館内各所への消毒液配置、フルーツパー
ラー・売店レジでのビニールシート仕切り等）
○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、これまで通り
の営業活動ができない中、オンライン商談会や近隣県の旅行
会社への営業等、コロナ禍においても営業活動を積極的に
行っている。
○梨ガーデン内に子ども向けの装飾を施したり、幼児向けおも
ちゃ（三輪車）を設置する等、サービス提供に努めている。
○近隣旅館や観光施設とも連携し、鳥取県中部地域の活性化
にも寄与している。
〇館内のイベント等の情報をHP、FaceBook、Twitterでの配信
を開始し、PR強化に努めた。

　○附属設備・備品の貸出し

〔利用者サービス〕

　○開館時間、休館日、利用料金等

　○利用者へのサービス提供・向上策

4



　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されて
　　　　　　　　いる、計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。
　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成して
　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があ
　　　　　　　　り、優れた管理運営がなされている。

総　　　　括 3.3

○梨の専門知識を有する職員を配置し、梨づくり大学を開催
するなど、梨記念館の設置目的である果樹振興への取組とし
ては、概ね評価できる。
○コロナ禍においても、人気の梨の食べ比べができるよう梨の
提供方式を変え（大きな入れ物に入れて入館者が自由に取る
→紙コップによる個別提供）継続実施するなど来館者に対す
るサービスの向上は図られている。
○地域との連携も行い、観光振興の面でも努力している。
○総合的に適正な運営が行われており、評価できる。


